
アート・イベントのお知らせ

開館 20 周年を記念して、北海道立近代美術館・北海道庁・北

海道議会・北海道大学・倶知安小学校の所蔵作品を集めた特別展

を開催します。普段は当館で触れることのできない作品、さらに

は一般には公開されていない作品も含め、小川原脩の新たな魅力

をご紹介します。

会　期： 開催中～ 11 月 10 日㈰　会　場：第 1展示室

「小川原脩セレクション　原始の美－ 1960's」

　強い関心を寄せた太古の遺跡遺物をモチーフとしながら、アン

フォルメル（不定形の抽象）の影響を受けた力強く躍動感あふれ

る 1960 年代初頭の作品をご紹介します。

会　期：開催中～翌年 1月 13 日㈪　会　場：第 2展示室

世界美術館紀行Ⅶ～イギリス編～

トークと映像で巡る世界の美術館。今回はロンドン市内の個性あ

ふれる美術館を訪ねます。

日　時：10 月 5 日㈯ 14 時～ 15 時 20 分

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

アート・トーク「小川原脩の熱い世界」

60 年代、小川原脩が描き続けた抽象作品には、世界の動きとつ

ながる熱い思いが込められています。

日　時：10 月 12 日㈯ 14 時～ 15 時

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

アート探訪〈みて・きいて〉～ポスト印象派③～

印象主義から離れ、独自の様式を作り上げた〈近代絵画の父〉セ

ザンヌ。苦難の歩みを紹介します。

日　時：10 月 19 日㈯ 14 時～ 15 時

　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

「描いて、刷り取る〈木版リトグラフ〉体験」※定員 15 名（要申込み・定員になり次第終了）

　「木版リトグラフ」は、クレヨンのような画材で板に絵を描いて版を作る、比較的短時間で制作ができる

版画技法です。昨年大好評の人気講座、この機会に版画の世界に触れてみませんか。

日　時：11 月 30 日㈯ 10 時～ 16 時　講　師：府川　誠　先生（版画家）　会　場：当館映像ルーム（無料）

対　象：一般（中学生以上）　定　員；15 名　申込方法：10 月 21 日㈪より美術館へ来館または電話
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■開館 20 周年記念特別展「小川原脩の世界」

■企画展示

　すっかり定着した毎週の土曜サロ

ン。参加者の多くは地元の方ですが、

中には岩内、共和、ニセコ、小樽の

常連さんも。そして、何年にもわた

り通い続ける、ロングスティのお客

様もいらっしゃいます。

　美術館は心を安らげる場。展示や

レクチャー、コンサートのような催

しもの、さらには素晴らしい景観を

通して、生活に潤いを届けられたら

どんなに嬉しいことか。こうした思

いは、少しずつ広がりを見せている

気はしますが。ただ、秋口になると

本州からのお客様はお帰りに。少し

の間寂しいですが、皆さま、来年も

待っていますからね。

美術館は出会いの場
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―ああ、おもしろい　虫の声―
438 回

　『楽園の朝』

1991 年　小川原　脩　画

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

■造形活動ワークショップ

■アート・シネマ館

■土曜サロン

倶知安風土館ワークショップ（寺子屋ミュージアム）　「作ろう！知ろう！羊蹄山！」

石こうで精巧な羊蹄山のミニチュアを作りながら、羊蹄山の地形や歴史、自然について学びます。

日　時：10 月 19 日㈯　13 時 30 分～ 16 時 30 分　　　　　会　場：倶知安風土館研修室

対　象：小学生～中学生（小学 2年生以下は保護者同伴）　定　員：20 名（要申込み）　参加料：500 円（材料費）

講　師：古市　竜太さん（マウンテンガイド・コヨーテ主宰）

申込み：風土館に来館または電話（0136-22-6631）※定員になり次第終了

※（　）内は 10 名以上の団体料金

10月の休館日 毎週火曜日（22日を除く）
23日

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

　草むらでは、虫たちの声がどこか儚げに鳴り響き、秋の深まりを告げています。秋の虫といえば「コロコ

ロリー」と美しい声で鳴くエンマコオロギを思い浮かべる人も多いのではないでしょうか。コオロギの鳴き

声はオスが翅
はね

をこすり合わせるときに出る音で、メスへの求愛やオスとの縄張り争いのために使われます。

先日、風土館の庭で「リリリリ…」と鳴く虫の声を頼りに虫を探していると、石の下にハラオカメコオロギ

のオスを見つけました。このコオロギの名前は、平たくて頬の張った顏が能面の「おかめ」に似ていること

に由来しています。同じコオロギ仲間であっても、その姿かたちや鳴き声、暮らしている場所はさまざまです。

　木があります―

　まあるく、よく茂り、青々と濃く淡く葉を揺らしています。たっ

ぷりの葉っぱに包まれて、たくさんの小鳥たちが顔を出していま

す。その周りには、豊かな実りを携えて、頭に荷を載せゆったり

と行き交う人々。木陰には、子を抱き上げ、小鳥たちのさえずり

に耳を傾けているような親子の姿もあります。

　涼しげな朝もやに包まれた、緑豊かな街角。晩年、小川原脩が旅したインドの光景を題材にした作品です。

この柔らかな光に満ちた空間は、長い年月、自らの内面に問いかけ続けた画家が辿り着いた、絵画世界でも

あります。開校 90 周年の記念にと母校に贈った作品に込めたもの、それは優しく穏やかな空間に包まれて

心豊かに成長してほしいという、子どもたちへの想いだったのではないでしょうか。

文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

　ところで、彼らの鳴く回数（速さ）と気温はとても密接に関わっているのをご存知でしょうか。変温動物

である彼らの鳴く頻度は、気温が高いときほど多く、気温が低いときほど少なくなります。鳴く回数から、

（倶知安小学校蔵）

　炎の画家ヴァン・ゴッホ。自殺に至るその最後の 72 日間を圧倒的映像で描く名作をお送りします。

日　時：10 月 26 日㈯ 13 時～ 15 時 50 分　お話し：柴　　勤（当館館長）　会　場：当館映像ルーム（無料）

そのときのおおよその温度を計算することができるため、「生き

た温度計」とも言われています。虫たちの声が夏より儚げに聞こ

えるのは、寒さで動きが鈍くなるからなのですね。

　これからさらに深まる秋の夜、虫の声に耳を傾けながら過ごし

てみてはいかがでしょう。

文：小田桐　亮（倶知安風土館　学芸員） ハラオカメコオロギのオス（倶知安風土館にて）


